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【近畿スキー技術選手権大会出場者選考基準】 

一般の部 

① 近畿スキー技術選手権大会の参加資格を有する者 

 

② 原則として、近畿スキー技術選手権大会の出場者は、京都府スキー技術選手権大会に出場した者より選考する。 

 

③ 京都府スキー技術選手権大会が中止となった場合は、近畿スキー技術選手権大会に出場を希望する者全員を推

薦する。 

 

④ 近畿スキー技術選手権大会出場者希望者は、京都府スキー連盟主催の技術選手権出場者強化合宿に１回以上参

加しなければならない。なお下記の場合は合宿に参加したものとみなす。 

・申し込みを行った連盟主催の技術選手権出場者強化合宿①及び②が中止となった場合 

・連盟主催の技術選手権出場者強化合宿①及び②等強化関連行事の講師を行った場合 

 

シニアの部 

① 近畿スキー技術選手権大会の参加資格を有する者 

 

② 原則として、近畿スキー技術選手権大会の出場者は、京都府スキー技術選手権大会に出場した者より選考する。 

 

③ 京都府スキー技術選手権大会が中止となった場合は、近畿スキー技術選手権大会に出場を希望する者全員を推

薦する。 

 

④ 近畿スキー技術選手権大会シニアの部出場希望者については、京都府スキー連盟主催の技術選手権出場者強化
合宿の参加を免除する。ただし、任意での参加は可能とする。 

 

ジュニアの部 

① 近畿スキー技術選手権大会の参加資格を有する者 

 

② 原則として、近畿スキー技術選手権大会の出場者は、京都府スキー技術選手権大会に出場した者より選考する。

ただし、以下に定める大会と重なり、京都スキー技術選手権大会が参加できない場合は、所定の手続きにより

近畿スキー技術選手権大会への推薦を認める。 

  １）全中予選、インターハイ予選、国体予選 

    ２）その他、ＳＡＪが主催あるいは後援する大会 

   ※上記大会に参加するために京都大会が参加できない場合は、京都大会申込期限までに参加できない理由を

添えて近畿技選の申し込みをすること。 

 

③ 京都府スキー技術選手権大会が中止となった場合は、近畿スキー技術選手権大会に出場を希望する者全員を推

薦する。 

 

④ 近畿スキー技術選手権大会ジュニアの部出場希望者については、京都府スキー連盟主催の技術選手権出場者強
化合宿の参加を免除する。ただし、任意での参加は可能とする。 



 

【全日本スキー技術選手権大会出場者選考基準】 

 

① 全日本スキー技術選手権大会の参加資格を有する者より選考する。 

 

② 全日本スキー技術選手権大会の出場者は、京都府及び近畿スキー技術選手権の両大会に出場した者より選考する。 

 

③ 全日本スキー技術選手権大会の出場者は、原則として近畿スキー技術選手権大会の順位、男子５０位以内、女子

２５位以内の者より選考する。 

 

④ 全日本スキー技術選手権大会の出場者は、京都府及び近畿スキー技術選手権大会の総合得点の合算により、上位

の男子２名、女子１名を選考し推薦する。同点の場合は、京都府スキー技術選手権大会の上位順位者、京都府ス

キー技術選手権大会が中止の場合は近畿スキー技術選手権大会の上位順位者を推薦する。さらに同点の場合は、

前回の京都府及び近畿スキー技術選手権大会の総合得点合算の上位者を推薦する。 

以降、同点が続く場合は、前回の京都府スキー技術選手権大会上位順位者、さらに近畿スキー技術選手権大会

の上位順位者の順で選考していく。 

 

⑤ 近畿スキー技術選手権大会が中止となった場合は、全日本スキー技術選手権大会の出場者は、京都府スキー技

術選手権大会の上位順位で、近畿スキー技術選手権大会へ申込した者の中より選考し推薦する。 

 

⑥ 京都府スキー技術選手権大会及び近畿スキー技術選手権大会の両方とも中止となった場合は、近畿スキー技術選

手権大会の会期中に京都府予選会を実施する。なお実施要項については、開催決定時に別途作成し案内する。 

 

⑦ すべての大会が中止となった場合は、全日本スキー技術選手権大会の出場者は、原則として、近畿スキー技術選

手権大会申込者の中より、前年度及び前々年度の両大会の成績上位の者及び全日本スキー技術選手権出場歴等か

ら候補者を書類選考し推薦する。 

 

⑧ ナショナルデモンストレーター及びＳＡＪデモンストレータ―において、全日本スキー連盟主催行事等参加のた

めに京都府あるいは近畿スキー技術選手権大会その他選考に関わる行事に参加できず選考要件を満たしていな

い場合、選手の実績、資質、貢献度などにより教育部理事会が判断し、京都府スキー連盟の責任のもと会長が認

めた者は選考対象者としての資格を有する。 

 

⑨ 推薦選手以外に補欠選手男女各１名を選考することができる。ただし、その場合、推薦選手の次点の選手として

京都府及び近畿スキー技術選手権大会の成績等で推薦しない場合もある。 

 

⑩ 全日本スキー技術選手権大会出場者の最終決定は、京都府スキー連盟会長の推薦を得られた者とする。 


